
平成 29 年度 岐阜市障害者総合支援協議会 第 3回専門部会 議事要旨 

 

開催日時：平成 29年 8月 22 日（火）15：30～17：00 

岐阜市役所八ツ寺別館 2－A 会議室 

出席者：62 人（別紙名簿参照） 

 

○検討テーマ・・・保育所と障害児通所支援事業との連携について 

児童発達支援と保育所を併用する幼児が増加しており、児童発達支援事業所・センターと保育

所が連携して療育・保育を実施することが大切になってきている。 

今回は、特別な配慮と支援を要する幼児への支援について、児童発達支援事業所・センター、

相談支援専門員と保育所が、それぞれの役割を確認するとともに支援の連携等を検討する機会と

した。 

 

〔保育所（園）入所の手続き等、保育所の生活について〕説明：子ども保育課 

岐阜市での一般的な保育所（園）、認定こども園の入所手続き、特別な配慮と支援を要する幼児

の保育所入所に関する認定制度の概要について説明後、映像も流しながら保育所での生活につい

て紹介。 

 

〔障害児通所支援の利用、相談支援専門員の役割など〕説明：児童発達支援センター恵光学園 

児童発達支援事業、保育所等訪問支援事業、障害児相談支援の役割や支援内容及び、障害児通

所支援利用の流れについて説明。また、相談支援専門員の行っている支援について保護者や関係

機関との連携や、障害児支援利用計画などについても具体的に説明した。 

その後、出席のあった児童発達支援事業所・センターから、各事業所の紹介を実施。 

 

〔意見交換〕 

少人数のグループに分かれ、児童発達支援事業所・センター、相談支援専門員、保育所、子ど

も・若者総合支援センターがそれぞれの立場から、事業所と保育所の療育・保育の現状と課題、

連携のあり方について意見交換を実施。 

＜連携の難しさ・課題＞ 

・連携したいと思うが、お互いにどんな時間に連絡するとよいのか迷う。 

・事業所が連携したいと思い、保育所（園）に連絡するが、今までは事業所のことがよくわから

ず、保育所（園）はどこまで情報を共有してよいのか迷ってきた。連携する際には、保護者の

同意が必ず必要だが、とれているのか不安だった。事業所側も、同様に保育所（園）と情報共

有しにくいと感じていた。 

・連携にあたって、システムの問題も大きい。また、保育所に通う日数や保育所の規模、保育士

の配置等現場の課題は無視できない。 

・保育所（園）の中には、保育の受け入れが難しいと言われることがある。特に、肢体不自由児

の入所できる保育所（園）を確保することが難しい。今回保育所（園）の人員配置の厳しさを

聞いて、保育現場の現状を知ることができた。 



・保育所（園）は、保護者に子どもの困り感をどう伝えるとよいのか難しさを感じている。保育

所（園）は、保護者に子どもの課題を伝えたいと思うが、保護者との信頼関係が必要となるた

め、慎重にならざるを得ない。 

・小さい頃（０歳児）から入所していると、その後、発達に課題があると感じる子どもも、保護

者が子どもの状況を理解し「認定制度を利用していこう。」と考えるようになることが難しい。 

・保護者には、子どもの困り感に対して、「こんな風に支援したら上手くいった。こんな支援があ

るといいね。」と伝えられるとよい。その際、うまく専門家を活用できるとよい。 

・保育所等訪問支援事業などを利用すると、保護者と一緒に考えることができる。保育所等訪問

支援事業は、（モニタリングの際）保護者も同じテーブルで話せるので情報共有しやすい。 

＜顔の見える関係づくり・連携会議の必要性＞ 

・子どもにとって必要な支援を一緒に考えることができる機関と顔合わせができて良かった。こ

のような他機関を知ることのできる機会はとてもよい。 

・保育所（園）と事業所を並行利用している子も多くなってきている。保護者と支援機関が情報

共有できるとよい、その際、相談支援専門員がいてくれるとわかってよかった。 

・事業所側も、保育所（園）に送り出す際心配。保護者への支援について、連携会議で共有でき

るとよい。 

・保育所（園）、事業所と家庭で子どもがみせる姿が違うことはよくあること。だからこそ情報共

有が必要。 

・一人の子どもについて支援機関が集まって、連携会議を持てると良い。子どもの課題を共有し、

個別療育でできること、集団保育でできることを整理することが大切。その中で、保育所（園）

と療育の併用日数など、子どもの発達状況にとって必要な量を考えられるとよい。 

・子どもの発達状況からみると、保育所入所が適当か迷う子がいる。そういう子どもたちの就園

相談にも相談支援専門員が関わってくれるとよい。 

 

〔まとめ〕 

子どもや保護者の支援を行う中で、各機関が連携することは大切。より適切な支援を行うため

には、お互いに役割を確認しながら連携できるとよい。今回の協議会をきっかけに、顔の見える

関係をつくり各機関の連携が強化されると、今後の支援も更によくなると思われる。 

 

 

〔当日の様子〕 

 

 

 

 

 

 

 

 


